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 ＜グローバルサイエンス＞ ３年理数科 
 

実 施 日  ７月８（水） 

実施会場  多目的教室 

参 加 者  ３年理数科 

講  師  デービッド・アサノ教授 

（信州大学工学部） 

内  容 高校数学で用いる数式や関数を、英語では

どのように言い表すのか。口頭英語による

計算問題演習。 

  〈講義内容〉 

   1 Reading Numbers        桁数の大きな数字、小数、分数 

   2 Basic Functions          加減乗除 

      3 Roots / Powers          ルート、累乗 

   4 Exponents / Logarithms  指数、対数 

      5 Fractions                 分数の数式 

      6 Trigonometric Functions  三角関数 

      7 Reading Equations       等式、不等式 

    〈Quiz〉             数式を聞き取って、書き取りをする 

 

ふだん慣れ親しんでいる高校数学の基本を英語で学び直すことに新鮮な興味関心を抱い

たようです。口頭での数字の聞き取りは慣れないために難しかったようですが、授業の最

後の演習を非常に楽しめたという生徒が多くいました。 

 

＜生徒感想＞ 

・英語で数学を学ぶという貴重な経験ができて良かったです。リスニングは難しいと思っ
たけど、自分の好きな数学などの分野から学べば楽しくできるとわかりました。 

・数学を英語で学ぶことは初めての体験だったが、デービッド・アサノ先生のわかりやす

い説明で内容がすんなり入りました。 

・数学の英語のルールは決して複雑ではなく

やっていて面白かった。英語の発音のルー

ルや分数、数学の読み方が少し難しかった。 

・日本の数学の考え方と外国の数学の考え方

の違いがおもしろかったし難しかった。英

語で数学を学ぶという貴重な体験ができ

たのでよかった。 

・平方根がおもしろいと思った。英語の方が

難しい表現のものと日本語の方が難しい

表現がありどちらが楽とは言いがたかっ

た。 



 

 

 ＜数学統計特別講座＞ １年理数科・普通科希望者 
 

実 施 日  ７月１６（水） 

実施会場  多目的教室 

参 加 者  １年理数科・普通科希望者 

講  師  小口祐一先生 

茨城大学教授（教育学附属中学校校長） 

内  容 「ビックデータを活用した新しい知の創造」 

（１）統計データの分析法の基本 

（２）統計データ分析コンペティション    

作品を通じた学習 

（３）e-stat を利用した地図を用いた統計資料作成方法と留意点 

ＰＰＤＡＣサイクルの仕組みを利用したデータのまとめ方、「数学Ⅰデータの分析」で

学習した箱ひげ図および散布図を使用したデータ分析の仕方、「なるほど統計学園」の紹

介、統計データ分析コンペティション高校生作品の入賞のポイント、e-stat を使用した

統計データの作成方法および分析の方法をご教授いただきました。 

 

「一人一研究」について、実際にどう動いたらよいか分からず不安に感じている生徒も

多い様子でしたが、小口先生より、統計データをどのように分析し始めたらよいかを基本

から丁寧にご指導いただき、生徒たちは分析や研究をどのように具体的に動いて進めてい

けばよいかを理解できた様子がみられました。 

数学Ⅰの授業で扱った知識としての箱ひげ図や散布図を利用しての分析について具体

的な食材を取り上げて説明いただき、授業の知識が生きる時間となると同時に内容理解も

深まり、とても充実した時間となりました。 

 

 

＜生徒感想＞ 

・授業で習った形でしかデータの分析を知らなかったので知ることができてよかったです。 

コンテストも受賞作品で紹介されていたものはほんとうによくまとめてあってコンテ 

ストにも興味を持ちました。これから接する機会は多 

くなると思うので、積極的に学びたいです。 

・データの探し方から保存方法、使い方など詳しく順番  

に説明してくださったことを活かした研究をしていき  

たい。 

・ある問題に対し、色々な統計やグラフを用いて改善点 

などをわかりやすく説明していくことが大事だという 

ことが分かった。色々な関連性を考えて調べることも 

重要だとわかった。 

・講演会を通して、統計に関する知識がとても増えた。 

統計のグラフを使うことで新たな一面を発見できるこ 

とを知り、統計への興味関心が大きくなった。 

 

 



 

 

 ＜数学統計特別講座＞ 附属中学１年 
 

実 施 日  ７月１６（水） 

実施会場  多目的教室 

参 加 者  附属中学１年生 

講  師  小口祐一先生 

茨城大学教授（教育学附属中学校校長） 

内  容「ビックデータを活用した新しい知の創造」 

      （１）統計グラフの用い方の基本 

（２）統計グラフ作品を通じた学習 

（３）統計グラフ作品作成の留意点 

（４）統計検定の紹介と演習 

  統計グラフポスター作成の手順を通して、ＰＰＤＡＣサイクルを意識したまとめ方、

データの特徴を有効に伝えるためのグラフの選択や使い方、「なるほど統計学園」の紹

介、統計グラフコンクール入賞のポイント、アンケートの作り方などを学びました。 

 

 

「統計グラフコンクール」の作品制作までの流れや、全国で入賞するためのポイントが良

く分かりました。また、ＰＰＤＡＣサイクルの説明は「一人一研究」や、「課題探究」に

取り組むための参考になりました。 

自分の伝えたいことによって、グラフの種類だけでなく、配色や形も重要であることに、

驚いていました。また、グラフの読み方を実際のグラフを使いながらの説明は、イメージ

が持ちやすくとても好評でした。 

 

＜生徒感想＞ 

・データ収集の方法やまとめ方を教えていただき、自分の興味があることに応用できそう

なことがわかった。 

・グラフをかくことは難しいと考えていたが、今回の講演を通して PCを使い簡単に作る

ことができることがわかり、私にもできそうだと思いました。 

・PPDCAのサイクルは、数学の学習だけでなく、日常の生活の中に生まれた疑問につい

ても使って考えると良いことがわかった。 

・統計について興味が前よりも増えたし、自分でも調べてみてグラフも作ってみたいと思

いました。 

・統計検定を受けたくなった。グラフを見るのが楽しくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

SSHインフォメーション 
 

長野高校から以下の案内が届きました。 
「一人一研究」・「課題探究」で活用できると思います。ぜひ、申し込んでみてください。 
                     （附属中学生も OKです） 詳しくは手塚（化学研）まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


